
→入学生は多様化しており、志望理由も様々で、幅広い年齢の人たちで構成されている。 

在籍はしていても活動していない生徒も含まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 通信制の現状  

(1)在籍者数（平成 25年 5月現在）            (人) 

   

 

                                                                               

 

                         

  長野西高校（最高齢 68歳）             松本筑摩高校（最高齢 74歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  男 女 計 

松本筑摩高校 687 558 1,245 

長野西高校 562 539 1,101 

   計 1,249 1,097 2,346 

通信制課程は自学自習で学ぶのが大きな特徴です。全日制や定時制と同等な高校卒業資格が得

られます。県立高校では、長野西高等学校、松本筑摩高等学校の２校におかれています。 

  

県立高等学校通信制について 

通信制の学習システム（長野西高等学校 HP より） 

 

 ●いつでも（学びたいときに） 

     スクーリング（面接指導）は基本的には日曜日に（松本筑摩は月曜日も）あります。 

時間割は、自分で計画を立て、年間を見通し出席していきます。 

●どこでも（学びたいところで） 

           「自学自習」が基本です。レポートを作成して、先生の添削を受けます。 

           自宅でも、仕事場でも、どこでも自分のペースで学べます。 

地域ごとの学習会も利用でき、そこで先生や友達に教わることもできます。 

●だれでも（学びたい人が） 

     年齢や学習歴などに関係なく、誰でも学習できます。 

3 年以上在籍 

74 単位以上修得 

教学指導課 

  

 



 (2)通信制入学の動機（平成 25年度入学生調査より多い順） 

   

１ 高校卒業の資格がほしいから 

 ２ 個人的理由で前の学校をやめたため 

  ３ 働きたいという希望をもっていたため 

  ４ 先生・親・職場の人にすすめられたから 

  ５ 少人数でじっくり勉強したかったから 

 

(3)卒業生の進路 

①平成 24年度卒業生の動向（両校の卒業生計 242人の内訳） 

  

 ②卒業に要した年数（平成 25年３月卒業生） 

   

 (4)通信制高校の様子 

  ①誰でも学べる環境 

  ・幼児がいる人には、「託児室」がある（スタッフは県費）。 

   １歳以上就学前が原則だが、兄弟がいる場合はそれ以上で 

   あっても一緒に面倒をみるケースが多い。 

・身体に障害のある人のために、エレベーターが用意されて 

いる。 

  ②特別活動の時間 

  ・特別活動の時間は卒業までに 30時間以上出席することとなっ 

ている。ＨＲの他、遠足・文化行事などさまざまな学校行事 

や、体育祭などの活動に参加することも特別活動となる。 

  ③盛んな生徒会活動 

  ・両校ともに生徒会活動は盛ん。文化祭等で生徒たちが積極的 

   に活動する姿が見られる。 

 

→通信制へ入学して来る生徒の多くは、様々な理

由で高校を中退し、卒業の資格を得ることを目

的として入学するケースが多くなっている。 

 通常の４月入学の他に、松本筑摩高校は 10 月、

長野西高校は 6 月の入学を許可している。また、

松本筑摩高校は９月卒業も可能である。 

転編入前の学校で

の単位と併せ１～2

年で卒業している 

 

 

日 曜 日 の

託児所 

文化行事 

主な進路先 

大 学：信州大学、山梨県立大学、東海大学、 

日本福祉大学、大阪芸術大学、 

松本大学、中央大学通信教育 等 

就職先：長電バス、みすずコーポレーション、 

新光電気 等 

 

就職は在学中からの

継続を含む。 

その他は「海外留学」

「進路不明」等 

→就職の新規開拓は非常に難しい。松本筑摩

高校の場合、学校の指導を通じて就職した

のは 10 名程度で製造業が多かった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生徒生活体験発表大会について 

生徒生活体験発表大会とは、定時制・通信制高校で学ぶ生徒が、学校生活や職場生活を送りな

がら感じたことや考えたこと、将来の夢などを発表する大会です。学校の代表が県下４地区（北

信・東信・南信・中信）の大会に出場、さらにそこで選ばれた 10 名が県大会に進み、最優秀賞

の生徒が全国大会へ出場します。 

 

 

校内大会（左）と県大会（右）の様子 

    感動の発表会 

つらい生活環境や、様々なハンデ

ィキャップに負けずに懸命に生きて

いる姿や、不登校・いじめなどの過

去を背負いながらも、学校で学ぶこ

とによって得ることが出来た希望、

職場での体験やボランティア活動・

部活動を通して学んだことなど、定

時制・通信制課程の生徒であるから

こそ体験出来たことが、生徒自らの

言葉で生き生きと語られます。 

金丸 響子さん 

 長野西高等学校通信制３年 

     「一歩先の自分へ」 

 

平成 25年 11月 24日（日） 

全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会 

（東京・六本木ヒルズハリウッドプラザにて開催） 

 

厚生労働省職業能力開発局長賞受賞！ 


